産業廃棄物実態調査票

	調査票番号
	00000000


	問１　廃棄物の減量について
資源の有効活用、持続可能な社会の実現、コスト削減等の観点から、目標を立てた廃棄物の減量は重要であると考えられます。
貴事業所から排出される廃棄物の減量目標はありますか。

	１　目標がある　　２　今後目標をつくる　　３　目標をつくる予定はない


	問２　サーキュラーエコノミー（循環経済）の推進について
サーキュラーエコノミーとは、資源を無駄なく繰り返し使い、持続可能な社会と経済成長を両立させる「経済の仕組み」を意味します。
(1)　サーキュラーエコノミーの推進について、取り組んでいること又は取り組もうとしていることはありますか。該当する番号に〇をつけください。（複数回答可）

	１　製品需要に合わせた生産量や生産時期の調整
２　環境負荷の低い原材料調達先の選択
３　資源循環に配慮した製品設計や原材料の表示
４　使い捨ての製品よりも繰り返し使える製品をできるだけ製造
５　簡易な製品包装
６　原材料や電気・燃料等を無駄なく効率的に使用
７　自社の環境配慮の取組の情報発信
８　リユース品、リサイクル製品の積極的な販売
９　リサイクルできる使用済製品の店頭回収
10　リサイクルを促進するための廃棄物処理業者、リサイクル事業者等との協議や情報共有


	(2)　サーキュラーエコノミーを推進するために、どのような事項が動機付けとして重要でしょうか。重要度の高いものから３つ選び、番号を記入してください。

	１　売上増加
２　コスト削減
３　資金調達上の優遇　　　　　　
４　資源循環や二酸化炭素排出削減などの社会的ニーズ　　　　　　　　　　　　　　　
５　取引先の要請
６　取引先の評価
７　消費者の評価
８　取引機会の拡大
９　同業他社の実施
10　同業他社の積極的な実施状況に対する社会的好評価
11　同業他社の消極的な実施状況に対する社会的非難
12　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（１番目）
	（２番目）
	（３番目）


	問３　業務用リース・製品レンタル・サブスクリプションサービスの利用について
業務用リース・製品レンタル・サブスクリプションサービスを活用することは、一時的にしか利用しない製品の廃棄を防ぎ、製品の適正期間利用を促進します。
(1)　貴事業所において、業務用リース・製品レンタル・サブスクリプションサービスを利用していますか、又は、利用予定（計画）はありますか

	１　利用している　　２　今後利用する予定(計画)がある　　３　利用予定(計画)はない　　４　未定


	(2)　問３⑴で、１又は２を選択した方にお聞きします。具体的にどのような製品を利用されていますか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　重機
２　重機以外の産業機械（工作・計測・医療等に用いられる小型の作業機器・装置を含む）　　
３　自動車・バイク
４　太陽光発電・蓄電池等周辺装置（ＰＰＡを含まない）
５　照明
６　エアコン・パソコン・コピー機等のオフィス用機器（照明以外）
７　テーブル・机・ショーケース等業務用家具
８　ユニフォーム、衣類
９　リユース食器、リユース容器
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	⑶　問３⑴で、３又は４を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　用途に合ったリース・レンタル製品がない
２　費用が高い
３　数量の安定的な確保が不安
４　リース・レンタル・サブスクリプション業者が分からない
５　リース・レンタル・サブスクリプションの導入について考えたことがなかった
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	⑷　業務用リース・製品レンタル・サブスクリプションサービスについて、今後、どのような製品・サービスがあるとよいと思いますか。ご意見がございましたらご記入ください。（自由記述）

	


	問４　リサイクル原材料・製品等の使用について
限りある資源を有効に使うためには、リサイクル原材料・製品等の使用を推進し、新材投入による天然資源の消費量を削減することが望ましいと考えられます。
(1)  貴事業所が製造する製品や提供するサービスにおいて、リサイクル原材料・製品を使用している、又は、使用予定（計画）はありますか。

	１　使用している　　２　今後使用する予定(計画)がある　　３　使用予定(計画)はない　　４　未定


	(2)  問４⑴で、１又は２を選択した方にお聞きします。それは具体的にどのように利用されていますか。（複数回答可）

	１　製品
２　製品の原材料
３　製品の容器・包装材
４　燃料
５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	(3)　問４⑴で、３又は４を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　用途に合ったリサイクル製品・原材料がない
２　費用が高い
３　品質が悪い
４　品質が不安
５　数量の安定的な確保が不安
６　調達先が変わるため、従来の調達業者との付き合いに摩擦が生じる
７　調達先が分からない
８　リサイクル製品等の導入について考えたことがなかった
９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	問５　産業廃棄物のリサイクルの推進について
(1)  貴事業所では、産業廃棄物のリサイクルに取り組んでいますか。

	１　自社のみで取り組んでいる　　　　　 　 ３　今後取り組む予定がある
２　他社と協働して取り組んでいる　　 　 　４　取り組んでいない


	(2)　問５⑴で、１から３までを選択した方にお聞きします。廃棄物のリサイクルについて、取り組んでいること又は取り組もうとしていることは何ですか。該当する番号に〇をつけください。（複数回答可）

	１　リサイクルをするための分別の徹底
２　自社で排出した廃棄物を、他社製品の原材料としてリサイクル
（処理業者へ委託してリサイクルされているものも含む）
３　自社で排出した廃棄物を、自社又は他社用に燃料化
４　その他のリサイクル（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	(3)　問５⑴で、４を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　リサイクル業者が近くにいない　　　　  ５　廃棄物の発生量が非常に少ない
２　余分に費用がかかる　　　　　　　　　　６　情報が不足しており、やり方が分からない　　　　
３　余分に分別等の手間がかかる　　　　　　７　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４　技術的理由、感染防止等のため困難          


	問６　プラスチックごみの減量・リサイクルについて
　　　脱炭素化の機運の高まり、海洋のプラスチック汚染、プラスチック資源循環促進法の施行（令和４年）により、プラスチックの有効利用が求められています。
(1)　貴事務所では、プラスチックごみの減量・リサイクルに取り組んでいますか（予定の場合も含む。）     （複数回答可）。

	１　プラスチックを用いて製造する製品について、プラスチックの減量・長寿命化・リサイクルのしやすさ（単一素材プラスチック利用等）を考慮した設計
２　プラスチック製の包装の簡素化又は廃止
３　プラスチック製の包装の紙・バイオマスプラスチックへの素材変更
４　プラスチック製品の提供を抑制
５　製品運搬のために通い箱（繰り返し使える箱）の利用
６　プラスチックごみの店頭回収
７　プラスチックごみの分別の徹底（取り組んでいる場合は、以下の設問にも御解答ください。）
　　（以下の種別に応じて分別）
　　　　□　塩ビ（ＰＶＣ）管などの塩素系プラスチックを特別に分別している。
　　　　□　ＰＰバンド、容器包装材など軟質系プラスチックを特別に分別している。
８　その他の取組（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　取り組んでいない


	(2)　問６⑴で、９を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○をつけてください。（複数回答可）

	１　技術的に困難
２　手間がかかる
３　費用が高い
４　従来の取引業者との付き合いに摩擦が生じる
５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６　考えたことがなかった


	(3)　バイオマスプラスチックを用いた素材や製品を製造・提供・販売していますか。

	１　製造・提供・販売している（一部の製品でも可）
２　近い将来における製造・提供・販売を検討している
３　取り組んでいない


	(4)　問６⑶で、３を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○をつけてください。（複数回答可）

	１　製造コストが高く、採算が取れない
２　市場からの製品の品質要求に応えられない
３　安定した供給が困難
４　製造技術や設備が未整備
５　需要が少ない
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　バイオマスプラスチックについて考えたことがなかった
８　プラスチックを用いた製品等を製造・提供・販売していない


	(5)　再生プラスチックを用いた素材や製品を製造・提供・販売していますか。

	１　製造・提供・販売している（一部の製品でも可）
２　近い将来における製造・提供・販売を検討している
３　取り組んでいない


	(6)　問６⑸で、３を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○をつけてください。（複数回答可）

	１　製造コストが高く、採算が取れない
２　市場からの製品の品質要求に応えられない
３　安定した供給が困難
４　製造技術や設備が未整備
５　需要が少ない
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　再生プラスチックについて考えたことがなかった
８　プラスチックを用いた製品等を製造・提供・販売していない


	問７　食品廃棄物のリサイクルについて（食品製造業者のみ回答）
　　　府内では、動植物性残さの再生利用率が全国と比べて低いため、リサイクルの促進などに取り組む必要があります。
貴事業所では、食品製造段階で発生した食品廃棄物をリサイクルする上でどのような課題がありますか。
（複数回答可）

	１　リサイクル業者が近くにない
２　焼却するよりも余分に費用がかかる
３　余分に分別等の手間がかかる
４　情報が不足しており、やり方が分からない
５　その他の課題（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６　特に課題はない


	問８　電子マニフェストの利用について
(1)　電子マニフェスト(JWNET)の利用状況についてお聞きします。該当する番号に１つ○印をつけてください。

	１　利用している
２　今後利用する予定
３　利用していない（利用する予定はない）


	(2)　問８⑴で、１又は２を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　発行作業が効率的　　　　　　　　　　　　４　処理業者の推薦
２　紛失のおそれがない　　　　　　　　　　　５　行政の推薦
３　処理状況の確認等が容易　　　　　　　　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	(3)　問８⑴で、１を選択した方にお聞きします。電子マニフェストについては、データを活用することにより業務の効率化や新たなビジネス展開が期待されます。貴事業所におけるデータの活用状況について該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　経理や資産管理システム等との連動による事務の効率化・適正化
２　各工程の廃棄物量の把握による工程・在庫管理
３　廃棄物による二酸化炭素排出量把握
４　活用できていなかった有価物の把握
５　廃物物に関する他社へのコンサルティング
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　電子マニフェストのデータを活用していない


	(4)　問８⑴で、３を選択した方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　収集運搬業者が未対応　　　　　　　　　　６　情報流出の危険性がある
２　処分業者が未対応　　　　　　　　　　　　７　現在の事務処理方法を変更することに抵抗がある
３　導入コストが高い　　　　　　　　　　　　８　知らなかった
４　排出事業者にとってメリットが少ない　　　９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　入力が面倒　　　　　　　　　　　　　　　


	問９　貴事業所では、京都市が行っている以下の取組を知っていますか。
（京都市内に事業所を有する事業者のみ回答）

	１　産業廃棄物の適正処理が自己点検でき、その結果に基づき、優良な事業場として認定を受けることができる「さんぱいチェック制度」
２　総合的な産業廃棄物処理情報がわかる「京さんぱいポータル」
３　事業ごみ減量ニュースレター「ごみゅにけーしょん」
４　京都市公式YouTubeチャンネル「きょうと動画情報館」でのごみ分別やリサイクルの紹介
５　食品ロス削減の取組を実践する事業所「食べ残しゼロ推進店舗」認定制度


	問10　貴事業所では、京都府が行っている以下の取組を知っていますか。

	１　産業廃棄物のリデュース・リユース・リサイクルに関する技術開発、施設整備、販路開拓等に対する助成「３Ｒ技術開発等支援補助事業」
２　廃棄物処理や環境マネジメントに精通した専門家「サステナビリティアドバイザー」の無料派遣
３　食品ロス削減の取組を実践する事業所「食べ残しゼロ推進店舗」認定制度


	問11　貴事業所の産業廃棄物の処理に関して、京都府・京都市に期待することはありますか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　プラスチック資源循環やリサイクルの高度化など、産業廃棄物の処理方法に関する国の動向についての情報提供
２　排出事業者を対象とした、産業廃棄物の排出抑制・リサイクル・適正処理に関する講習会の開催や講師の派遣
３　産業廃棄物の排出抑制・リサイクルによる温室効果ガス排出量の抑制についての情報発信
４　産業廃棄物の排出抑制・リサイクルを含む持続可能な社会づくりに取り組む事業者に対する金融機関の動向についての情報発信
５　排出事業者と廃棄物処理業者とのマッチング
６　不要となった物を有価で引き取ることができる事業者の情報発信
７　リサイクルについて、先進的手法や温室効果ガスの排出削減効果が高い手法に取り組める産業廃棄物処理業者の育成
８　産業廃棄物の排出抑制・リサイクルに関する啓発活動の実施
９　産業廃棄物の不適正処理や不法投棄などに対する監視・指導体制の強化
10　宿泊者や施設利用者へのごみ排出マナーの呼び掛けの強化
11　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
12　特にない


	問12　処理業者に対して、請求書の電子化や廃棄物処理による二酸化炭素排出量情報の共有など、御意見、御要望等はありますか（処理費用及び法令順守を除く。）。

	


御協力ありがとうございました。


本調査票も、調査票【その１～３】と併せて


令和７年12月26日（金）までにご返送ください。





←この線で三つ折りして


返信用封筒に入れてください





←この線で三つ折りして


返信用封筒に入れてください





←この線で三つ折りして


返信用封筒に入れてください





←この線で三つ折りして


返信用封筒に入れてください
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